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愛知県看護研究助成報告論文集の発行に寄せて 

     公益社団法人愛知県看護協会 看護研究助成委員会 

                   委員長 永井邦芳 

 

平素より愛知県看護協会研究助成事業にご理解ご協力をいただきありがとうございます。 

ここに看護研究助成報告論文集が発行できましたことを報告させていただきます。 

助成金受給者の皆様および関係する皆様にはこころより御礼申し上げます。 

この報告論文集は、H29年度助成金受給者の研究報告であり、報告論文は 6編となりま

す。研究テーマは、看護実践とその影響や要因について検討したもの、実習指導、保健師

活動、学校教育に関するものなど多岐に渡っています。それぞれ、興味深い内容であり、

テーマだけを見ても、あらためて保健医療福祉において看護活動の多様性と重要性が増し

ていることが表わされているのではないかと思いました。 

わが国は、諸外国に例を見ないほどのスピードでの少子高齢化により、社会構造や環境

の変化の真っただ中にあります。厚労省は 2025年を目途に、住まい・医療・介護・予防・

生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を強力に推進しています。こ

の流れの中で、看護は地域生活へとその力点を変化させつつあり、その傾向は、今後ます

ます顕著になっていくことでしょう。また看護専門職は、地域包括ケアのそれぞれの役割

を有機的に結び付けるための中心的役割を期待されています。 

こうしたことは、看護研究で取りあつかうテーマにも影響を与えると思います。今後新

たな視点でのリサーチクエスチョンが取りあげられ、様々な知見と看護への示唆を与えて

くれると期待しています。 

看護研究助成事業も微力ながら、お手伝いできたらと考えています。 

 この研究助成報告論文集を目に触れていただいたことをきっかけにしてさらに多くの方

に本事業の存在を知っていただき、研究助成制度をご利用していただきますようお願い申

し上げます。 

 

平成 31年 3月吉日 
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Ⅰ．平成２９年度愛知県看護協会看護研究助成金受給者 報告論文 

 

１．精神科急性期病棟に勤務する看護師による再入院を予防するためのケアに対する意識と 

  関連要因 

社会医療法人聖泉会 聖十字病院            木野 徳磨   P.1 

 

２．助産学生の分娩期の実習到達度と職業的アイデンティティの関連 

     名古屋大学大学院医学系研究科看護学専攻        永橋 亜希子  P.10 

 

 ３．市町村保健師が初めてのジョブ・ローテーションで得た経験と課題 

瀬戸市役所                      大島 亜友美  P.18 

 

 ４．「小学生に対する心肺蘇生教育の実践と検討」 

    ～教育前後の知識及び救命に対する気持ちの変化の考察から～ 

愛知きわみ看護短期大学                   橋本 侑美   P.26 

 

 ５．呼吸音及び腸蠕動音の聴取が必要な場面における入職から 3年目までの看護師の思考と 

   実施の判断と影響要因 

愛知県立大学大学院看護学研究科                   池田 千夏   P.36 

 

 ６．実施指導者に必要な資質・能力に関する調査－第一報－ 

刈谷豊田総合病院                                     杉浦 真由美  P.44 
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平成２９年度愛知県看護協会看護研究助成金受給者 学会報告一覧 

 

木野 徳磨 

発表演題：精神科急性期病棟に勤務する看護師の再入院予防ケアに対する意識と関連要因 

 発表学会名 学会開催日 開催場所 主  催 

第49回日本看護学会  
‐精神看護‐学術集会 

平成29年 
7月19日～20日 

徳島県 あわぎんホール 
公益社団法人 
日本看護協会 

 

永橋 亜希子 

発表演題： 助産学生の分娩期の実習到達度と職業的アイデンティティの関連 

 発表学会名 学会開催日 開催場所 主  催 

第36回愛知県母性衛生 
学会学術集会 

平成30年 
5月20日 

名古屋市立大学 愛知県母性衛生学会 

 

大島 亜友美 
発表演題： 市町村保健師が初めての組織内ジョブローテーションで得た経験と課題 

発表学会名 学会開催日 開催場所 主  催 

日本地域看護学会 
 第21回学術集会 

平成30年 
8月11日～12日 

長良川国際会議場 
一般社団法人 
日本地域看護学会 

 

橋本 侑美 

発表演題： 「小学生に対する BLS 教育の実践と検討」 

       ～教育前後の知識及び救命に対する気持ちの変化の考察から～ 

発表学会名 学会開催日 開催場所 主  催 

日本小児看護学会 
 第28回学術集会 

平成30年 
7月21日～22日 

名古屋国際会議場 日本小児看護学会 

 

池田 千夏 

発表演題： 呼吸音及び腸蠕動音の聴取が必要な場面における入職から 3 年目までの看護師の思考 

と実施の判断に影響する要因 

発表学会名 学会開催日 開催場所 主  催 

日本看護学教育学会 
 第28回学術集会 

平成30年 
8月28日～29日 

パシフィコ横浜 
一般社団法人 
日本看護学教育学会 

 

杉浦 真由美 

発表演題： 実施指導者に必要な資質・能力に関する調査－第一報－ 

 発表学会名 学会開催日 開催場所 主  催 

平成29年度愛知県看護 
研究学会 

平成30年 
12月12日 

愛知県産業労働センター 
公益社団法人 
  愛知県看護協会 
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Ⅱ．規  程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊様式等、必要書類は愛知県看護協会ホームページから、ダウンロードしてご応募ください。 

  

ホームページアドレス 

http://www.aichi-kangokyokai.or.jp/ 



 

 



公益社団法人 愛知県看護協会看護研究助成規程 
（目   的） 

第１条 この規程は、看護の質の向上と臨床における質の高い看護職を育成するために、研究活

動に対し奨励助成することを目的とする。 

（交付の対象） 

第２条 助成金は、看護教育、臨床看護、地域看護等、看護に関する領域の研究に交付する。 

（応募資格） 

第３条 助成金の応募資格は、愛知県内に在住または勤務している看護職の個人、あるいは前者

を共同研究の代表とする研究チームとする。 

 （助 成 額） 

第４条 助成額は次の通りとする。 

研究内容、時期、他からの助成の有無を考慮し、１件ごとに定めた額とする。 

（申   請） 

第５条 助成金を申請しようとする者は、募集期間内に所定の申請書を公益社団法人愛知県看護

協会会長（以下、「会長」という。）に提出する。 

（助成の審査・決定） 

第６条 助成金の交付は、提出された申請書について、看護研究助成委員会による審査を経て理

事会で決定する。 

（研究の変更・中止） 

第７条 助成金の交付決定を受けたものが変更中止をするときは、速やかに会長にその旨の届出

書を提出する。会長が必要と認めたときは、助成金の一部または全額を返還させることができ

る。 

（助成金の使用制限） 

第８条 助成金は交付を受けた者が研究に要する経費についてのみ使用できる。 

（成果の報告） 

第９条 助成金を受けた者は、会長に年度末までに所定の報告書を提出する。また、看護系およ

び関連学会等に口頭・示説発表あるいは投稿をしなければならない。 

（助成審査） 

第 10 条 助成金の交付については、看護研究助成委員会で審査をする。 

（雑   則） 

第 11 条 この規程に定めるもののほか必要事項は会長が別に定める。 

（改   定） 

第 12 条 この規程の改定は、公益社団法人愛知県看護協会理事会の承認を得て会長が行う。 

 

附  則   

この規程は、平成15年12月18日から施行する。 

附  則   

この規程は、平成19年10月１日から施行する。 

附  則  

この規程は、平成24年4月１日から施行する。 
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公益社団法人愛知県看護協会看護研究助成要領 

 

１ 趣 旨 

この要領は、公益社団法人愛知県看護協会看護研究助成規程に基づき、必要な事項を定める。 

２ 留意事項 

（１）研究は個人および２名以上の共同研究とする。 

（２）共同研究は、異なる施設の者でもよい。 

（３）他の助成金を受けている者及び過去に助成を受けたことのある者は応募できない。なお、

共同研究者はこの限りではない。 

３ 助成金額と使途 

助成額は、１件当たり20万円以内とする。 

また、助成金の使途については、直接研究にかかわる経費のみとする。 

＜例 示＞ 

物品費：研究に必要な物品を購入するための経費 

    汎用性のあるパーソナルコンピュータ（ソフトを含む）は、対象外とする。 

    長期使用可能な器材は別途協議する。 

謝 金：研究への協力（資料整理、実験補助、翻訳・校閲、専門的知識の提供、アンケートの配

布・回収、研究資料の収集、データ入力等）をする者にかかる謝金 

旅 費：研究代表者、研究分担者、その他研究への協力をする者の出張（資料収集、各種調査、

研究の打合せ、研究の成果発表等）のための経費（交通費、宿泊費） 

その他：上記のほか当該研究を遂行するための経費（印刷費、複写費、現像・焼付費、通信費、

運搬費等）会議費（会場借料費等）レンタル料（コンピュータ、自動車、実験機器・器

具等）研究成果発表費用（学会誌投稿料、研究成果広報用パンフレット作成費用等） 

４ 応募方法 

（１）募集方法 公益社団法人愛知県看護協会から各施設に通知する。 

（２）募集期間 毎年12月１日から翌年１月14日（必着）までとする。 

５ 選考方法 

（１）助成金の申請書は、看護研究助成委員会において審査選考する。また、申請者に対して研

究内容等について照会することもある。 

（２）看護研究助成選考において、採択件数の８割は臨地での実践者の研究を採択する。 

６ 決定通知 

助成金の決定通知は、研究責任者に応募年度の３月末日までに文書で連絡する。 

７ 交付方法 

助成金の交付は個人名義あてとする。 

８ 助成期間と成果の報告 

（１）研究期間は原則として、該当年度４月から３月末日までの１年間とする。但し、やむを得

ず研究期間を延長する場合は,所定の「公益社団法人愛知県看護協会看護研究助成研究期

間延長願」を提出する。 

（２）助成金の使用期間は、助成を受けた年度限りとする。 

（３）助成決定後の義務は、次のとおりとする。 

ア 助成決定後は、別紙「研究計画書」に基づき研究を実施し、「公益社団法人愛知県看護

協会看護研究助成研究報告書・会計報告記載の手引き」に従い、研究完了の報告及び収支

報告を提出する 
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イ 上記報告書の提出期限は、助成年度の３月末日とする 

ウ 当該年度中に使用できなかった助成金の残額の返還については、助成年度の翌年度の４

月10日までとする 

エ 成果物は、看護協会が開催する学会および看護系の学会等に口頭・示説発表あるいは紙

上発表する。なお、学会等への発表時は、愛知県看護協会看護研究助成を受けたことを明

記する。 

オ 助成を受ける者は、翌年度中に発表を終了しなければならない。やむを得ず、さらに遅

れる場合は，翌年度１月末日までに所定の「公益社団法人愛知県看護協会看護研究助成研

究発表延長願」を提出し、承認を受けなければならない 

カ 学会発表後は、「公益社団法人愛知県看護協会看護研究助成学会報告届書」を提出する 

キ 発表が翌年になった場合も、発表後速やかに「公益社団法人愛知県看護協会看護研究助

成学会報告届書」を提出しなければならない 

９ その他 

（１）研究発表の終了したものについては、毎年、研究助成委員会で「愛知県看護協会看護研究

助成報告論文集」を作成する。 

（２）「愛知県看護協会看護研究助成報告論文集」に掲載した論文で、研究者が承諾した論文に

関しては、愛知県看護協会ホームページに論文を掲載する。 

（３）独創的で、優秀な研究については、モデル研究として、愛知県看護研究学会で発表する。 

（４）提出された書類は返却しない。 

 

 

附  則  この要領は、平成16年10月22日から施行する。 

附  則  この要領は、平成19年10月１日から施行する。 

附  則  この要領は、平成21年12月１日から施行する。 

附  則  この要領は、平成22年12月１日から施行する。 

附  則  この要領は、平成24年４月１日から施行する。 

附  則  この要領は、平成29年10月10日から施行する。 
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公益社団法人 愛知県看護協会 

看護研究助成金交付申請書記入の手引き 

 

１ 公益社団法人愛知県看護協会研究助成金の交付を申請される方は、公益社団法人愛知県看護

協会看護研究助成金交付申請書（以下申請書）記入の手引きをご参照の上、申請書を作成して

ください。 

 

 記入上の留意事項 

1) 申請は、「公益社団法人 愛知県看護協会 看護研究助成金交付申請書」（様式１）を提出する。 

2) 申請書には、以下のことを記入する。 

① 愛知県看護協会会員番号 

② 所属施設の正式名称・職名・所属施設の所在地・氏名・自宅住所・電話番号等 

③ 共同研究者の所属施設名・職名・氏名 

④ 研究課題（研究テーマ・サブテーマ）、またテーマとした理由を簡潔に記入 

⑤ 研究目的は、先行研究等の状況を踏まえ具体的に記入、また記入するスペースが不足し

た時はコピーをして添付 

⑥ 研究計画は、別紙を使用し、具体的にタイムスケジュールも記入 

⑦ 本研究に関連するこれまでの成果についての説明を記入 

⑧ 本研究の予算額について 

当該研究にかかわる物品、謝金・旅費、その他（「公益社団法人 愛知県看護協会看護

研究助成要領」３ 助成金額と使途 参照）できるだけ詳細に記入 

長期使用可能な器材は見積書を添付 

⑨ 推薦者の所属施設名・職名・氏名・所属施設の所在地 

 

２ 申請書の受付 

1) 申請書は原本を提出する。 

2) 送付時の注意：簡易書留にて郵送する。 

3) 送付先 

〒466-0054 

 名古屋市昭和区円上町 26 番 18 号 

 公益社団法人 愛知県看護協会 

      看護研究助成申請係宛 

 

 TEL(052)871-0711  FAX(052)871-0757 
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公益社団法人 愛知県看護協会 看護研究助成研究報告書執筆方法 

 
１ 原稿は、Ａ４用紙 40 字、40 行、上下余白 30mm、左右余白 25mm 

  ※８枚程度にまとめる（資料を含む） 

※ 項目から次の項目へ移るときは 1 行あける 

２ 字体 すべて明朝体（ただし資料はそれに限らない） 

３ テーマ記載について 

  ポイント数の規定：① ポイント（12）・中央へ（報告） 

           ② ポイント（16）・中央へ（表題） 

           ③～引用参考文献まですべて ポイント（10.5） 

※ 表紙はつけない・本文用紙に外枠を引かない 

※ ページ付けしない 

４ ③研究者と共同研究者の区別をするため、研究者氏名の前に○印をつける 

  研究者・共同研究者の所属を記入する 

５ ④１字空ける 

６ ⑤項目の数字は、ローマ数字で記入 

７ ⑥用語の定義はここで入れる 

８ ⑦研究方法に研究対象者・研究期間・方法・倫理的配慮の内容を記載する 

９ 結果・考察・結論（まとめ）についての記載方法は研究者に任せる 

  図・表・写真は、図 1、表１、写真１と番号を付け本文とは別に一括し、挿入希望位置を指

定する 

10 ⑪謝辞を入れる。研究協力者や対象者・指導者への謝辞など 

  この欄の最後に、愛知県看護協会の研究助成を受けたことを記載する 

11 ⑫付記：この研究を発表する学会が決定していれば記載する 

12 ⑬引用文献・参考文献について 

1) 引用文献は引用順に番号をつけ、本文引用箇所の右肩に 1)、2)などで示し、本文原稿の最

後に一括して引用番号順に記載する 

2) 雑誌・単行本・訳本などは、「日本看護学会論文集投稿規程 文献の記載方法」に準じる 

13 原稿は原本 1 部とコピー1 部を提出する。また、報告論文集作成のため、最終原稿は電子媒

体でも送付する 

〔記載例〕 

公益社団法人愛知県看護協会看護研究助成研究報告書  ① 

表題 ○○○○○○○                ② 

※（1 行空ける） 

                          ○研究者氏名  （所属施設名）③ 

                           共同研究者名 （所属施設名） 

※（1 行空ける） 

 はじめに                            ④ 

※（1 行空ける・以下同様） 

Ⅰ．研究目的                           ⑤ 

※ 

Ⅱ．用語の定義                          ⑥ 

Ⅲ．研究方法（研究対象者・研究期間・方法・倫理的配慮）      ⑦ 

Ⅳ．結果                             ⑧ 

Ⅴ．考察                             ⑨ 

Ⅵ．結論（まとめ）                        ⑩ 

謝辞                               ⑪ 

付記                               ⑫ 

引用・参考文献                          ⑬ 

＊不明な点は愛知県看護協会看護研究助成申請担当まで、問い合わせて下さい。
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公益社団法人 愛知県看護協会 

看護研究助成研究報告書・会計報告記載の手引き 

 

１ 公益社団法人 愛知県看護協会研究助成研究報告・会計報告の提出 

1) 公益社団法人 愛知県看護協会研究助成研究報告・会計報告等は記載の手引きを参照の上、当

該年度３月末日までに提出する。 

2) 当該年度３月末日までに研究報告書を提出できないときは、当該年度１月末日までに「公益社

団法人愛知県看護協会看護研究助成研究期間延長願」（様式４）を提出する。 

3) 翌年度３月末日までに研究発表が終了できないときは、翌年度１月末日までに「公益社団法人

愛知県看護協会看護研究助成研究発表延長願」（様式５）を提出する。 

 

 研究報告書 

1) 研究報告書は、「公益社団法人 愛知県看護協会看護研究助成研究報告書執筆方法」（資料１）

に従い記載し提出する。 

2) 学会発表報告については、｢公益社団法人 愛知県看護協会看護研究助成 学会報告届書｣（様

式３）を提出する。 

 

 会計報告 

2) 会計報告は、「公益社団法人 愛知県看護協会看護研究助成金会計報告」（様式２）を提出する。 

3) 必要な項目を記入し、一覧表を作成する。 

（「公益社団法人愛知県看護協会看護研究助成要領」３ 助成金額と使途 参照） 

  収入（助成金）・物品・謝金および旅費・その他 

収  入（助成金） 物   品 謝金・旅費 その他 

    

計 計 計 計 

合計 
支出合計（残高） 

4) 当該年度中に使用できなかった助成金の残金の返還については、報告書提出時あるいは助成年

度翌年度の 4 月 10 日までとする。 

5) 領収書はすべてのり付けし添付する。 

 

２ 公益社団法人愛知県看護協会研究助成研究報告書・会計報告送付先 

1) 送付時の注意：簡易書留にて郵送する。 

2) 送付先 

〒466-0054 

名古屋市昭和区円上町 26 番 18 号 

公益社団法人 愛知県看護協会 

     看護研究助成研究報告書係宛 

 TEL(052)871-0711  FAX(052)871-0757 
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様式１ 

申し込み受付番号（※     ） 

平成  年度 公益社団法人 愛知県看護協会 

 看護研究助成金交付申請書 

公益社団法人 愛知県看護協会                  愛知県看護協会会員番号（        ） 

申込者 

(

グ
ル
ー
プ
の
場
合
は 

代
表
者) 

所属施設 

（職名） 

ふりがな 

氏 名 

所在地 自宅住所 

〒 

 

TEL（   ）   － 

FAX（   ）   － 

e-mail: 

〒 

 

TEL（   ）   － 

FAX（   ）   － 

e-mail: 

（           ） 

年齢 

 

 歳 

(ｸﾞﾙｰﾌﾟ

の場合) 

共同者 所属施設名 所属施設名 共同者氏名 共同者氏名 職 名 職 名 

研究課題 

研究目的 

研究計画書 ※計画書は別紙に記入すること 

①研究計画書は詳細に記入すること   ②タイムスケジュールもあわせて記入すること 

本研究に関連するこれまでの成果 

本
研
究
の
予
算
額 

推
薦
者 

費   用   内   訳 

物  品 

所在地 

職名 氏名 

謝金・旅費 その他 合計金額 

計 計 計 

所属施設 

印 

〒 

 

TEL（   ）   － 

FAX（   ）   － 

円 円 円 円 
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別紙 

申し込み受付番号（※     ） 

研  究  計  画  書 

研究者氏名（          ） 

項   目 内        容 

１ 研究課題 

 

２ 対  象 

 

３ 期  間 

 

４ 場  所 

 

５ 行動計画 

 

※ 

具体的にタイム

スケジュールも

記入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 必要な資源 

 

７ 倫理的配慮

について  

８ その他 

 

《課題達成の評価方法》 

 

 

 

 

公益社団法人 愛知県看護協会
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様式２ 

平成   年度 公益社団法人 愛知県看護協会 

看護研究助成金 会計報告 

 

研究者氏名（             ） 

収  入（助成金） 物  品 謝金・旅費 その他 

    

計 計 計 計 

合計 支出合計（残高） 

※報告は助成年度３月末日までに提出すること。         公益社団法人愛知県看護協会
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様式３ 

公益社団法人 愛知県看護協会 

看護研究助成 学会報告届書 

 

平成  年  月  日 

（ふりがな） 

研究者氏名 

（              ） 

 

所属施設名  

共同研究者氏名 

（所属施設名） 
 

学会発表テーマ  

発表学会名 

（発表予定学会名） 

 

学会開催日程  

学会開催場所  

学会主催名  

学会連絡先  

研究報告書提出期日  

愛知県看護協会ホーム

ページへのＰＤＦによ

る論文掲載の同意 

 同意する            同意しない 

※発表予定学会が決定していない場合は、未定でこの用紙を提出し、決定後速やかに提出して下さい。 

２年以上の延長は認められません。 

公益社団法人 愛知県看護協会
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様式４ 

申し込み受付番号（※     ） 

平成  年度 公益社団法人 愛知県看護協会 

看護研究助成研究期間延長願 

公益社団法人 愛知県看護協会                  愛知県看護協会会員番号（        ） 

申込者 

(

グ
ル
ー
プ
の
場
合
は 

代
表
者) 

所属施設 

（職名） 

ふりがな 

氏 名 

所在地 自宅住所 

〒 

 

TEL（   ）   － 

FAX（   ）   － 

e-mail: 

〒 

 

TEL（   ）   － 

FAX（   ）   － 

e-mail: 

（           ） 

年齢 

 

 歳 

(ｸﾞﾙｰﾌﾟ

の場合) 

共同者 所属施設名 所属施設名 共同者氏名 共同者氏名 職 名 職 名 

研究テーマ 

研究延長期間 

期間延長理由 
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様式５ 

申し込み受付番号（※     ） 

平成  年度 公益社団法人 愛知県看護協会 

看護研究助成研究発表延長願 

公益社団法人 愛知県看護協会                  愛知県看護協会会員番号（        ） 

申込者 

(

グ
ル
ー
プ
の
場
合
は 

代
表
者) 

所属施設 

（職名） 

ふりがな 

氏 名 

所在地 自宅住所 

〒 

 

TEL（   ）   － 

FAX（   ）   － 

e-mail: 

〒 

 

TEL（   ）   － 

FAX（   ）   － 

e-mail: 

（           ） 

年齢 

 

 歳 

(ｸﾞﾙｰﾌﾟ

の場合) 

共同者 所属施設名 所属施設名 共同者氏名 共同者氏名 職 名 職 名 

研究テーマ 

発表延長期間 

発表延長理由 
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